
町代 3号墳・町代遺跡

満濃町天神地区団体営ほ場整備事業に伴う

埋蔵文化財発掘調査報告

1999年 3月

満 濃 町 教 育 委 員 会



田
0

0

●

0

⑬

0

●

0

●

0

0

●

0

0

0

●

0

◎

◇

0

●

第 1図 町代 3号墳出土玉類
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は じ め に

このたび、町代遺跡の発掘調査報告書を刊行する運びとなりました。昨年に引き続いて、

天神地区ほ場整備事業に伴う発掘調査の報告書であります。

町域には、約50基の古墳が確認されておりますが、今回発掘調査が実施された古墳は、そ

の中のひとつである町代 2号墳周辺の調査でした。これまでも、安造田古墳をはじめ数基の

古墳の発掘が実施されております。

調査の結果、新たに古墳が確認されたのをはじめ、須恵器・鉄製品
。耳飾り等多くの出土

物がありました。これらの調査によって、まだ枢々僅かですが、満濃町の貴重な遺跡が明ら

かになりつつあります。

今後とも、文化財の保護保存と開発との調和をはかり、多くの方々に町内の貴重な文化財

について理解していただければ幸いです。

最後になりましたが、今回の調査に際しましてご理解とご協力をいただいた関係者の皆様

に心から感謝申し上げます。

平成11年 3月

満濃町教育委員会

教育長 近藤健二



例  言

1, 本書は、平成10年度に実施した香川県仲多度郡満濃町大学長尾小字上田1925に所在する「町代遺
跡・町代 3号墳」の発掘調査報告書である。

なお,町代遺跡については平成 8年度から3ヵ年にわたって継続して調査したものであり,今回

の調査中発見した古墳については遺跡台帳にも登録されていない古墳であったことから新たに「町

代 3号墳」と命名したものである。

2, 調査は,満濃町教育委員会が調査主体となり,片桐 節子が調査担当者として実施した。

3, 調査は,平成10年 7月 1日から同年 8月 29日 (実働50日 )の期間で実施した。

4, 調査及び報告書作成にあたっては,以下の方々の御指導・御協力を得た。記して謝意を表したい

田村 久雄  西尾 明美  片桐 孝浩  山坂浩樹  蔵本 晋司  大久保 徹也

大林 英雄  笹川龍一   東 信男

四国工業試験場

社団法人仲善広域シルバー人材センタ

5, 本書の執筆・編集は,片桐が行った。

6, 本書で使用した方位は,国土座標系第Ⅳ系の北を,また,水平基準の数値は標高を表す。

挿図の縮尺は,図面内にスケールで表示した。

7, 本書で使用した遺跡略号は,以下のとおりである。
SB・ ・ 。掘立柱建物    SK・ ・・土坑
SP・・・柱穴       SD・ ・・溝
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第 1 垂早 調査に至る経緯

香川県仲多度郡満濃町長尾地区においては,平成5年から農業基盤整備事業の開発が計画され,それ

に伴う埋蔵文化財の調査も継続的に実施されてきた。平成 6年 12月 5日から同年12月 14日までのの期間

で,香川県教育委員会文化行政課の指導のもと,多度津町教育委員会の協力を得て実施した確認調査の

結果を受けて,平成 7年度は,所謂段の塚穴型の石室形態を持つ樫林清源寺 1号墳・調査中偶然発見さ

れた同2号墳・町内でも数少ない竪穴式石室の七ツ塚 7号墳が調査された。平成8年度は町代 2号墳 (

周濠部分のみ)・ 弥生時代中期と古代・中世の集落址である町代遺跡,平成9年度は前年に引き続いて

町代 2号墳・町代遺跡・北山楠神社塚古墳 (古墳北側の一部と現開田部の南側)の調査を行ってきた。

今年度実施した対象地は平成 8・ 9年度に実施した調査区の】ヒ側に広がるほ場で,平成9年 12月 15日

から1日の期間で県文化行政課が実施した確認調査の結果,町代遺跡が広がることが確認されたため調

査することに至ったものである。

調査は,重機で表土掘削を行い,その後は人力により遺構検出に努めた。調査区Ⅱ区では表土下中世

の遺構面が検出され調査後に更に下層の地山面までを重機により掘削した。Ⅲ区では重機による表土除

去中古墳を検出した。今までその存在を知られていなかった古墳であつたため新たに「町代 3号墳」と

命名して調査を行った。
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第 1図  満濃町位置図
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匿重劉 平成 8年度調査

匡亜∃ 平成 9年度調査

匠Z翌 今年度調査
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調査区位置図



第 2章 調査の結果

今年度の調査は,前年度に実施した調査対象地の東に広がるほ場と北に広がるほ場で,対象面積は
1162�である。調査区は南から任意で I・ Ⅱ・Ⅲ区と呼称する。

I区は平成9年度に実施した調査区の同一ほ場内の東側に位置し,農業基盤整備事業の対象となった
ものである。ここは,耕土直下黄褐色粘質の地山に至る。Ⅱ区は前年度対象地の北側のほ場に位置し,
ほ場面は約40clll高 い。従って,ほ場開拓時の削平が大きくなく,耕土直下で灰褐色粘質土の中世遺構面
が検出できた。Ⅲ区はⅡ区の更に北側に位置し,Ⅱ 区の同一ほ場と更に北に広がるほ場をⅢ区とした。
2枚ほ場の高さは同様であったが,調査の結果北に広がるほ場は,ほ場形成時の難土が認められた。

I区

後世の削平のため,耕土直下黄褐色粘質の地山面で多くの柱穴や石組遺構,溝を検出した。
この調査区は北部は東西にほぼ同一面を持つが,南部の溝検出面辺りから南に向かって緩く傾斜して
いる。ただし,東部の柱穴検出面では傾斜は認められなかった。

石組遺構 (SD-105)は調査区の南西部で検出した。平面形態は南北に長いタツノオトシゴのような形

を呈しており,その頭と胴のくびれ部あたりで機能的にも二つに別れているようである。石組は崩壊が
認められるものの,西側に組まれていたようで,乱雑ではあるが多いところで 2～ 3段程度組み上げて
いる。使用石材は砂岩で,その大きさは一定でない。さらに,胴部と脚部の境辺りはあたかも古墳の境
石のように大きな砂岩の石材を石組に対して直行方向に設置している。頭部と胴部の境,胴部と脚部の

境で東からSD-101・ 102が流れ込み,南方向に流れていたようであるが,その後は削平のため
不明である。SD-102の 南で検出した東西に流れるSD-103は ,ほぼSD-102に 平行した
後南に屈曲し更に西に流れた後再び南に屈曲して流れる。SD-104は SD-105の 西部で検出し
たが,これらとは別に独立したもののようである。溝 5本の埋土は茶褐色粘質土を呈していた。遺物は

どの溝からも出土したが,SD-105か らは完形あるいはそれに近いものが多く出土した。また,出
土遺物に時期差は認められないことから,これらは同時期に機能したものと考えられる。SD-105
は石組の性格が明確でないが,遺構に直交する石材の位置からSD-101・ 102の溝の水の給排水
を目的としたものであろう。出土遺物は土師器が多く,邦・土鍋・土釜等が出土した。

1は包含層出土の土師器・イである。内外面をロクロナデし,底部はヘラキリする。内面にマシガン

が付着する。 2～ 10は土師器・杯である。 3と 8は内外面をロクロナデ,底部は糸切りし,板状痕が残
る。10は底部ヘラキリであるが,板状痕が認められる。 2は SD-102出 土のものである。 3～ 10は
SD-105出 土である。11は小皿である。底部から口縁部を摘み上げただけのつくりで,底部をヘラ
キリしている。 12・ 14・ 20は土鍋である。屈曲部上面以下に煤が付着する。14は SD-101の 北,遺
構に伴わないで出土したものである。13・ 15～ 19は土釜である。全て体部外面の鍔部以下に煤が付着す

る。19は脚部以下に格子目叩きが認められる、21は須恵器・甕である。外面白縁部端と体部に格子ロタ

タキが残る。瓦質である。亀山焼。H～ 13,16～ 21は SD-105出 上のものである。
15は SD-102出 土のもので,10～ 11世紀のものと考えられるが,これ以外は全て14世紀のもので

-3-
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第 3図  I区遺構配置図
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第 4図  SD-101～ 105出土遺物実測図
ある。

柱穴は黄褐色粘質の地山面上で検出した。埋土には前年度の調査同様,灰褐色粘質土と茶褐色粘質土

,青灰色粘質土がみられた。しかしながら,遺物はほとんど出土していない。

22・ 23は SP-301出 土のものである。22は土師器・皿である。全体にナデ。23は土師器・土釜で
ある。鍔以下に媒が付着している。24は SP-311
出土の土師器・郷である。内面と外面をナデ,底部を

ヘラキリする。

溝と同様,14世紀のものである。

SP-306か らは,柱痕を確認した。

7
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I区柱穴内出土遺物実測図
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Ⅱ区

今年度調査区の中央部に位置する。

南に位置する I区より約40clll程度高い

ほ場である。耕土直下は灰褐色粘質土

の遺構面があらわれた (上層)。 調査

後,重機により黄褐色粘質土の地山面

まで掘り下げ下層遺構の検出に努めた

(下層)。

上層では,溝状遺構と多数の柱穴,

土坑を検出した。

調査区ほぼ中央部を東西に延びる溝 (

SD-201)と ,その南に位置しS
D-201の 中央辺りで接続し,弧状
を呈して延びるSD-202を 検出し

た。SD-201は ,現存長約15m,

幅約0.5～ 0.8m、 現存深は約 3～ 15oll

を計り,西側ほど残存状況は不良であ

る。東西に延びた溝は,東端で南へ弧

状に屈曲して南のほ場に延びるが,畦

畔以南は削平を受ける。また,ほぼ中

央部でも南に屈曲するが,SD-20
2に接続している。溝内からは赤褐色

を呈した焼土塊が部分的に集中して充

満していた。大きさは拳大程度のもの

で,その他遺物は土師器の細片が出土

したのみである。

削平の為上部構造については不明であ

るが,色調からは比較的低温度での焼

成と考えられ,溝状遺構であることか

らも上部構造の存在は疑問である。ま

た,溝としてもその性格は不明である。

SD-202は 弧状を呈しており,
現存長約5.8m,幅約0.4～0.9m,現存

深約0。 2mを計る。両端とも南側のほ場

で削平を受けているが,推定すると精

円形を呈するようである。埋土からは

焼土塊は全く認められず,土師器片・
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第 6図
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須恵器片・サヌカイ ト片が出土したのみである。

柱穴は,調査区東部で集中して検出したものの,掘立柱建物址としては確認しえなかった。埋土には

,灰褐色粘質土と茶褐色粘質土が認められた。

遺物が出土した柱穴は非常に少ない。25は SP一 〇l出土の土師器・小皿である。調整は摩滅の為不明
であるが,底部はヘラキリし,口縁部の一部に煤の付着が認められる。完存。26は土師器・椀である。

非常に精良な胎土を持ち,底部から直線的に外方に伸び,端部は丸く終わる。完存であるが摩滅の為調
整は不明。10世紀のものである。27は SP-06出 土の土師器・摺り鉢である。外面はナデ,内面はハ
ケメを施し6条の条痕が認められる。15も しくは16世紀のものである。

28～35は遺構検出時の精査及び包含層出土の遺物である。

28・ 29は土師器・小皿である。底部をヘラキリする。13世紀後半から14世紀前半のものである。30は土

師器・杯である。内面はナデ。31は須恵器・はそうの口縁部である。波状文が巡る。 7世紀のものであ

る。32は土師器・杯である。全体をナデ。12世紀。33は須恵器・椀である。ロクロナデが認められる。

8世紀のものである。34は須恵器・提瓶である。 7世紀のものである。口縁部内面に淡緑色の自然釉が

付着する。35は SD-201か ら出土した土師器・土釜である。外面鍔以下に煤の付着が認められる。
13世紀後半14世紀前半のものである。

第 7図  Ⅱ区上層柱穴内出土土器実測図

~28

~~29

0        10om

く`そ〔
ii:i:::::::::::::l::i::::i:::::;i''''そ

1 33

第 8図  Ⅱ区上層包含層・精査出土土器実測図
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sBゼ里 SP-247

Ⅱ区下層では,柱穴・土坑を検出した。S

B-201は 調査区西端で検出した梁問 1

問×桁行 2間 (420clll× 460clll)の 掘立柱建

物址である。柱穴規模は約30～40clll,柱穴

間距離は約180clll,現存深は10～ 32clllを計る。

柱六内 (SP-247)か らは37の上師器
・小皿が出土した。根石の上層から出土し

たもので底部をヘラキリする。その他の柱

穴からも土師器・土鍋等が出土した。埋土

の色調は淡褐茶色を呈しており出土遺物等

から14世紀のものと考えられる。

その他,多くの柱穴から土師器片・須恵器

片・サヌカイト等遺物が出土したが細片が

多い。

36・ 39は SP-211か ら出土したもので

ある。36は著しく摩滅しているが,弥生土

器・高邦脚部である。39は磨り石である。

弥生時代のものと思われる。

38はSP-204出 土の土師器・小皿であ
る。内外面ともナデ,底部はヘラキリ。ロ

クロ回転方向は時計回り。14世紀のもので

ある。

埋上の色調は調査区西部は,淡褐茶色粘質 ,

灰褐色粘質が多く,東部は青灰色粘質,灰

褐色粘質が認められた。また,焼土塊が出

土した柱穴も認められる。
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第 9図 Ⅱ区下層遺構配置図
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第10図  SB-201平 ・断面図
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正区下層柱穴内出土遺物実測図第■図
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調査区西端で,町代 2号墳の周濠の一部を検

出した。現存幅約1.75m,最深約0.33mを計る。

今年度の調査により町代 2号墳は円墳であるこ

とが確定した。周濠内からは,土師器・小皿や

邦,円筒埴輪片が出土した。

40・ 41は土師器・小皿である。42は土師器・

杯である。内外面ともナデ,底部をヘラキリす

る。いずれも14世紀のものであろう。43～52は

円筒埴輪片である。床面直上で集中的に出土し

た。ほとんど摩滅するが,極一部で一次調整の

ハケメを看取できる。48は円形透孔が認められ

る。これらは前年度出土したもの同様,タガの

突出が弱いこと,二次調整を欠くことなどの特

徴を有しており,川西編年V期のものである。

また,床面より若干上層で鉄製品 (53)が出土

した。鉄刀と思われる。土層観察から,中世に

はこの周濠は埋没していたことが確認し得た。

A・

ゝ

1 灰褐色粘質土層 (マンガン含 )
2 灰色粘質土
3 階灰青褐色粘質土
4 暗灰青色粘質土
5 灰青褐色粘質土
6 黄褐色粘質土(地山)

L=119.5m

0        1m

=要理翌玉垂垂

=こ

≡彩グ
耳

0
υ

 _

町代2号墳周濠平面図

及び土層断面図

lm

第 12図
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Ⅲ 区

Ⅱ区調査区の北に位置し,同一のほ場とさらに北のほ場が対象である。

重機による表土掘削中に奥壁と側壁の一部を確認したものである。この古墳は満濃町遺跡台帳にも確認

されていなかったものであるため新しく町代 3号墳と命名して調査を進めた。

奥壁・側壁で囲まれた範囲内では人頭大の礫や小礫,遺物を多く検出し,さ らに,天丼石や側壁と思わ

れる石材も確認した。これらを除去したところ,床ほぼ一面に炭と遺物を確認することができた。

町代 3号墳

中世の居住面の炭や攪乱部を除去したところ,一部住居時の攪乱を受けたところがあったものの古墳

床面礫床部を検出した。羨道部にも攪乱は認められたものの古墳の全容が明らかになった。石室全長約

8.2m,玄室長約3.75m,奥壁側幅1.95m,羨道部側幅1.85m,羨道長約4.45m,幅約1.45～ 1.5m

を計る両袖式の横穴式石室である。石室中央やや羨道寄りに,石室に直交して平坦な面を持つ砂岩が敷

き詰められていたが,これは2面目の礫床が露出したものである。石室を構築している石材は基底石も

しくはその上 2～ 3段程度しか確認し得なかったが,奥壁は花闇岩の一枚岩,北側壁は 1石の花筒岩と

砂岩,南側壁は2枚の花闘岩で基底石としている。基底石上は砂岩で構築している。玄門立柱は両側と

も花闇岩を立てて設置しており,羨道部は北側壁が花闇岩 1石,南側壁は花闇岩 2石を設置しており,

その羨門部側は人頭大程度の砂岩を基底石としている。基底石の使用石材の変化について,羨道部の再

構築が考えられるが,周濠,石室掘り方にはその気配は認められないことから,築造当初からこのよう

に構築されていたものと考えられる。羨道と玄室の境には安山岩の境石を使用していた。

玄室では3層の礫床が確認された。

上層は中世に攪乱を受けたため多少の攪乱が認められるが,玄室一面に小礫を敷き詰めており,少量の

遺物が出土した。これらも攪乱を受け,原位置を留めているものは少ない。

中層は平坦な面を持つ人頭大の大礫を敷いているが,これもやはり石室中央部で攪乱を受けている。西

半側が欠落するのは,も ともと敷き詰めていなかった可能性も考えられる。

下層は上層よりやや小振りの小礫を使用しているが,中央部分では住居時の炉跡の攪乱を受けている。

西半側は調査時に除去したものである。ここは一次埋葬を実施した面と考えられ,追葬の際,中層
。上

層と床面を再構築したものであろう。遺物は少量出土しているが,玉類等はほとんどこの礫床面もしく

は礫床除去中から出土している。その出土位置から埋葬主体は石室に直交して設置されていた可能性が

高い。

下層の礫床を除去すると,基底石に沿って全周する排水溝を確認した。玄室内は玄門部まで石蓋を施し

羨道部先端にまで延びていた。

羨道部は玄室に比べて幅が広く造られており,埋土中から豊富な鉄製品や耳環,玉類,上器類などが出

上したが,羨道部埋葬が行なわれた痕跡は検出できなかった。

54～94は石室内出土遺物である。

54～58は須恵器・杯蓋である。55・ 56・ 58は全体をロクロナデし,天丼部にヘラケズリが認められる。

ロクロ回転方向は時計回りである。上層礫床出上のものと礫層除去中に採集したものが接合した。56は

-12-



羨道部出土のものである。59～ 67は須恵器・

邦身である。59は上層礫層中から出土したも

ので,全体をロクロナデし,底部を時計回り

でヘラケズリする。内面に有機物が付着して

いる。59～62,78～ 80までは玄室内から,62
・67は羨道部から出土した。68・ 69は短頸壷

蓋である。68は上層礫中から出土した。完形。

全体をロクロナデし,天丼部はヘラケズリす

る。69は下層礫層から出土した。全体をロク

ロナデ,天丼部を逆時計回りでヘラケズリし,

中心部はヘラキリが残る。完形。70は小型壷

である。全体を回クロナデし,底部を時計回

りでヘラケズリする。口縁部から体部上半に

淡緑色の自然釉が付着している。口縁部の一

部を欠損するが,ほぼ完存。上層礫層中から

出土した。71は小型短頸壷である。上層礫層

中から出上した。口縁部から体部上半に緑色

の自然釉が付着している。完存。72～76は高

邦である。73は上層撰層中から,76は上層礫

層中と羨道部から出土したものが接合したも

のである以外は,羨道部出土のものである。

76は長脚の脚部に上下三段に透孔があるが,

下段は台形,上段は線刻状のもので各 2ヶ所

認められる。77ははそうである。口縁部は欠

損する。羨道部出土。78は玄室,羨道部から

出土したもので須恵器 。長頸壷である。口縁

部を欠損するが,内面及び外面体部上半はロ

クロナデ,体部下半は時計回りのヘラケズリ

が認められる。底部にはどっしりとした断面

台形の高台がつく。79は羨道部出土の平瓶で

ある。床面よりやや上位から出土したが,完

存である。全体をロクロナデ,底部は静止ヘ

ラケズリする。80は羨道部及び周濠内から出

土したもので,提瓶である。

81は須恵器・大型甕である。体部外面はタタ

キ,内面に青灰波紋が認められる。長くのび

る口縁部は刺突による斜線文が 3段施されて

いる。攪乱を受けた際の遺物であったと思わ

―

―

第15図   3号 墳玄室 (礫床上層)遺物出土状況

89

79

81

80
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第16図  町代 3号墳石室全体図



0        1m

第17図  3号墳玄室礫床 (中層)検出状況 第18図  3号墳玄室礫床 (下層)検出状況
及び遺物出土状況

れる。82は土師器・小皿である。83は淡灰緑色の透明釉がかかった口禿げの皿である。13世紀後半14世

紀前半のものである。83は羨道から出土した土師器・イである。85・ 88は和泉産の瓦器である。13世紀

前半のものである。58は羨道出土の土師器・邦である。13世紀のものである。87は玄室出土の土師器・

椀である。89は羨道出土の鍋である。90は内面に砂目を持った陶器である。17世紀前半のものである。

91は羨道出土の須恵器 。壷である。 9世紀末から10世紀のものである。92は器種不明。93は内耳鍋であ

る。16世紀。94は片回の摺鉢である。条痕は 6条で,13ヶ 所認められる。玄室内と古墳南で検出した石

集中箇所から出土したものが接合した。その他,銅の塊も出土したが,X線の結果,銅銭であることが
判明した。 5枚程度が接着しており分離・判読は不可能であった。

床面では石を炉状に配している部分も確認でき,出土遺物や炭の存在等から中世頃住居として使用され

ていたものと思われる。この時期以降,石室は破壊されほ場と化したのであろう。

また,石室内からは装飾品として管玉・小玉・栗玉・耳環等が出土した。玉類は全て玄室内,特に南壁
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玄門部付近から出土した。粟玉の色調は水色・

黄色・淡緑色・黄緑色とバラエティーに富んで

おり,小玉は紺色もしくは紫紺色を呈している。

耳環は120・ 121・ 122が羨道から,119と と23が玄

室内から計 5点出土した。119～ 121は銅芯銀張

のもので多くは剥がれるが,119は完存である。

122・ 123は他のものと比べてやや大型であるが ,

中空のものである。

その他,町代 3号墳内からは非常に多彩な鉄製

品が出土した。自然状態で取り上げたまま鉄の

塊状のものも多い。

126～ 135は鉄鏃である。126～ 128は鏃身外形が

長三角を呈したもので,127は鏃身関部に至る線

へ・

＼

一

0        1m

第20図  3号 墳石室完掘状況
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1 黄褐色粘質土
2 黒掲色粘質土
3 濁黄褐色粘質土
4 濁晴黒灰色粘質土
5 濁暗黒灰黄色粘質土
6 濁黄掲灰色粘質土
7 濁黄掲青色粘質土
8 濁灰青褐色粘質土
9 濁褐青色粘質土
10 濁青灰色粘質土
11 黄掲色粘質土 (地山)

12 黒褐色粘質土
13 掲色粘質土
14 明褐色粘質土
15 褐黄色粘賣土 (礫混)

ぐ々`
＼くじx>く

L=119。 20m

B B′

8 黒褐色粘質± 9 黄褐色礫混粘質土
10 黄掲色粘質土 (地山)

D

L=11900m
D

l 濁黄灰色粘質土
2 濁黄灰褐色粘質土
3 濁黄褐色粘質土
4 掲黄色粘質土
5 黄褐青色粘質土
6 褐青灰色粘質土
7 灰掲青色粘質土
8 灰青色粘質土

1 黄褐色粘質と黒褐色粘質上の混
2 濁黄掲色粘質と黒褐色粘質上の混
3 濁黄褐灰色粘質土
4 濁黄褐色粘質土
5 濁黄灰褐色粘質土
6 濁褐黄灰色粘質土
7 濁黄褐青色粘質土
8 濁褐黄色粘質土
9 黄褐色粘質土(地山)9 黒褐色粘質土

10 褐色粘質土
11 暗掲灰色粘質土

津 ζ畳暑:毒§三得
色経 の混

1盛
土

15 黄褐色粘質土(地山)

第21図   3号 墳周濠平面図及び土層断面図
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3号墳石室内出土遺物実測図 (1)
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3号墳出土装飾品実測図

が内彎し,127・ 128は直線状のものである。128は大型である。129は鏃身外形が方頭形を呈している。

130は鏃身部が細長で,鏃身関部へは斜関で続くものである。131～ 133は鏃身外形が柳葉形で鏃身関部
へは直線で続く。133は別個体の鉄製品が付着している。134・ 135は鏃身外形が腸快の逆刺のものであ

る。136～ 139は小刀と思われる。いずれも破損している。140～ 145は鈍である。140については木質痕

が認められる。146は鎌である。玄室最上層の炭部分から出土した。147～ 149はか具である。148は半壊

するが,147・ 148は完存である。いずれも形状が馬蹄形を呈しており,3点とも輪金の一辺に棒状の刺
金を翔める形式である。150は轡と鏃身外形が方頭形を呈した鉄鏃 2本が鉄塊状態で出土した。151・ 15

2も轡である。155は半壊するが,兵庫鎖と思われる。153と 154はその留金であろう。153は半壊。156は

断面は非常に薄く3ヶ所の円形孔が認められる。157は 4ヶ所の鋲が認められる。159は楕円形を呈した

鏡板である。 4ヶ所に鋲が認められる。160は平面卵形を呈し,断面も非常に薄いものである。161・ 16
2は辻金具である。161は塊状で出土しており,接続部の金具は衝撃を受けたらしく3点は引きちぎれ 1

点も歪んでいる。いずれも金銅製のものである。

163～ 168は周濠内出土の遺物である。周濠は古墳東と南側で確認し得たのみで全周しない。163は土師

器・イである。外面に煤が付着する。164は須恵器 。第蓋である。全体をロクロナデする。165は須恵器

・壷である。全体をロクロナデしており,外面口縁部から体部にかけて緑色の自然釉が付着する。166

は須恵器・甕である。口縁部内外面をロクロナデし,体部外面は平行夕タキ,内面は青海波文が残る。
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3号墳内出土鉄製品実測図 (2)
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o                  10cm

第27図

167は須恵器 。高邦脚部である。沈線

で区切られた上段に線刻状の透孔を

2ヶ所有する。168は比較的大型の提

瓶である。口縁部を欠損するが,外

面体部に2ヶ所把手を持ち,内面は

青海波文,外面はタタキの後,縦方

向のナデを施す。169～ 174は墳丘及

び石室西側の西側ほ場との境の石組

部分から出土したものである。169

は器種不明であるが内面はナデを施

している。170は口縁端部に2条もし

くは3条の凹線文を持つ壺形土器で

ある。弥生時代中期のものと思われ

る。171は石組内から出土した須恵

第28図  3号 墳周辺出土遺物実測図

器・杯蓋である。全体をロクロナデする。172は土師器・小皿である。底部はヘラキリする。173は釉胎

陶器である。内面及び外面高台部分にまで施釉する。18世紀のものである。174は石組内から出土した

白磁 。四耳壷である。12～ 13世紀のものである。

その他Ⅲ区からは耕土直下で柱穴が検出された。色調は多くが灰褐色であったが,柱穴内から遺物は出

土しなかった。また,墳丘下層地山上でも柱穴・土坑が確認された。色調は淡褐茶色を呈していたが ,

3号墳周濠内出土遺物実測図

＼ ~/172

覇 マ 73
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やはり,遺物は出土しなかった。

175～ 178は耕土直下から出土したものである。175

は須恵器・邦身である。全体を回クロナデする。

立ち上がりが長くしっかりしており, 6世紀半ば

頃のものと思われる。176は須恵器 。こね鉢である。

全体をロクロナデする。13世紀後半から14世紀前

半のものである。177は土師器 。小皿である。底部

をヘラキリする。176とほぼ同時期のものである。

178は濁緑色の釉を施釉した陶器である。内面に蛇

の目釉剥ぎが認められる。18世紀のものである。

今年度調査区内からは少量の石器が出土した。

179～ 182は Ⅱ区から出土したものである。全てサ

ヌカイト製である。179。 180・ 181は石鏃で,SD
-202の 内側から出土した。182は SD-202
から出土した石包丁である。快りを持つ。183～ 186

はⅢ区内出上である。183と 185は石室西側の石組内

強

Ⅲ区内出土遺物実測図

から出土した石鏃である。184は表採である。186は町代 3号墳周濠内から出土したもので,先端部に敲

打痕が認められる。石材質不明。
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第31図
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まとめ

前前年,前年に引き続いての調査の結果,町代遺跡の北への広がりが確認できたわけであるが,新た

に古墳 1基を確認することができた。この古墳内からは中世頃,住居として使用されていた痕跡が見つ

かっており,この町代 3号墳と2号墳の周濠の埋没状況からこの周辺は中世頃に集落として開発されて

いったようである。その頃はまだ 3号墳の石室は開口していたようで,その後江戸時代初期前後頃石室

を破壊してほ場にしていった状況が伺われる。

2号墳は前年度からの調査により径約16mの円墳で,その出土遺物から6世紀前半頃の築造と考えら

れるが,今年度検出した 3号墳は径約10mの円墳で出土遺物から2号墳より遅れて 6世紀末頃の築造と

考えられる。石室内は中世頃住居として使用された際の攪乱のため,埋葬面としては明確にできないも

のの下層で小礫を敷詰め 1次の埋葬を行ない,さ らに追葬の際,平坦な面を持つ人頭大程度の砂岩で中

層を敷き,下層よりやや大きめの小礫で上層を形成したようである。玄室規模は長さ3.75m,幅 1.85～

1.95mと 目を引く規模ではないが,石室内からは金銅製の辻金具を含む豊富な鉄製品が出土した。馬具

の多くは羨道から出土しているが,原位置を保っているとは考えがたい。香川県内で辻金具・鏡板が共

伴して出上している古墳は,丸亀市青ノ山6号墳・善通寺市王墓山古墳・観音寺市長佐古 4号墳である

。青ノ山 6号墳は6世紀中葉築造の横穴式石室を持った円墳,王墓山古墳は 6世紀中葉築造の横穴式石

室を持った前方後円墳,長佐古 4号墳は6世紀後半築造の横穴式石室を持った円墳である。その他辻金

具だけ出土したのは大野原町縁塚10号墳の 1遺跡,鏡板だけ出土している古墳は大川町大井七つ塚4号

墳第 2主体,同 じく第 4主体,高松市夕陽ケ丘団地古墳,綾南町浦山4号墳,観音寺市上母神 4号墳 ,

黒島林13号墳,鍵子塚古墳の7遺跡を数える。

満濃町内では現在までのところ,51基の古墳が確認されており,今回の調査で明らかになった町代 3

号墳を含めると52基になったわけである。

その中では,安造田東 3号墳や樫林清源寺 1・ 2号墳・天神七ツ塚 7号墳のように調査を実施した古

墳もあるが,工事中偶然発見されたものもある。今回は下王地古墳・浦山古墳と町代 2号墳出土遺物と

伝えられる遺物を紹介する。

浦山古墳は町代 1号墳と北山楠神社塚古墳の中間くらいに位置し,昭和 6年,ほ場開墾中に破壊され

たという。その際,出土した遺物が187～ 190である。これらで見るかざり, 6世紀後半頃のものであろ

つ。

下王地古墳は王地神社の裏に立地する古墳で,明治時代は梅畑であったが,昭和60年農道工事中に偶

然羨道部が発見された。その際出土したものが191～ 194である。やはり, 6世紀後半頃であろう。

196～ 197は出土地不明である。下王地古墳・浦山古墳とほぼ同時期と考えてよいと思われる。

198は町代 2号墳内から出土したと伝えられるものである。非常に精良な胎土を持ち,薄手で丁寧に

造られており, 6世紀前半の所産と思われる。

満濃町内の古墳としては中期と考えられる公文山古墳や天神七ツ塚古墳が知られるが,その多くは後

期古墳である。これらの中には,『複室構造』を持った安造田神社前古墳や『一墳丘二石室』の佐岡古

墳,『断の塚穴型』の石室構造を持った断頭古墳と樫林清源寺 1号墳,日本初のモザイク玉を保有して

いた安造田東 3号墳など独特の特徴を持った古墳が多く認められる。今回の町代 3号墳も特に注目され
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第33図  満濃町内古墳位置図
1,公文山 1～ 6号墳  14,安造田東 3号墳   27,町代 3号墳     40,樫 林山の神古墳
2,富熊神社南古墳   15,安造田神社裏古墳  28,北山神社塚古墳   41,吉田神社前 1号墳
3,草塚古墳      16,安 造田神社前古墳  29,北山墓地 1号墳   42,吉田神社前 2号墳
4,西山西部 1号墳   17,佐岡 1号墳     30,北 山墓地 2号墳   43,三境山 1号墳
5,西山西部 2号墳   18,佐岡2号墳     31,天 神七ッ塚 1号墳  44,三境山2号墳
6,西山西部 3号墳   19,下王地古墳墳    32,天 神七ッ塚 2号墳  45,三境山3号墳
7,出雲山 1号墳    20,頭 頭墓地 1号墳   33,天神七ッ塚 3号墳  46,三境山4号墳
8,出雲山 2号墳    21,断 頭墓地 2号墳   34,天神七ッ塚 4号墳  47,三境山5号墳
9,出雲山3号墳    22,光 明寺池上古墳   35,天神七ッ塚 5号墳  48,椿谷古墳
10,出雲山4号墳    23,天 神塚古墳     36,天 神七ッ塚 6号墳  49,南泉寺 1号墳
11,安造田東峠古墳   24,浦山古墳      37,天 神七ッ塚 7号墳  50,南泉寺 2号墳
12,安造田東 1号墳   25,町代 1号墳     38,樫 林清源寺 1号墳  51,南泉寺 3号墳
13,安造田東 2号墳   26,町代 2号墳     39,樫 林清源寺 2号墳  52,小山古墳
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うる古墳でなかったが,貴重な鉄製品を保有しており,これら古墳を造営した集団に非常に興味がもた

れるところである。

lV  l朗

第34図  満濃町内出土遺物実測図
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遺物

番号 出土遺構 器 種 名

法量 (all)

色 調 胎 土 焼 成 調整・手法上の特徴・備考

口 径 器 高 底 径

包合層 須・第 白褐色 2日以下り

'社

含む 普通 全体にナデ。内面に有機物付着。

2 SD-102 雰 霊・ J不 外:at

内:滅葉鵜色

嶺,散含む 普通 内外面ともナデ。底部はヘラキリ。内面

にマンガン付着。

3 SD-105 須 。J不 休:吼編色

内:漢黒褐色

49tea 普通 底部は糸切り。板状痕有。

4 SD-105 須・ J不 淡橙色 嶺,世含む 普通 底部はヘラキリ。

5 SD-105 須 ・ J不 淡黒色 9BDTOItaj 良港 全体にロクロナデ。底部はヘラキリ。ロ

クロ回転方向は逆時計回り。

6 SD-105 須・杯 淡釉 嶺,社含む 普通 摩減の為調整不明。

7 SD-105 須 `杯 Het 嶺け複含む 普通 全体にロクロナデ。底部はヘラキリ。ロ

クロ回転方向は逆時計回り。

8 SD-105 須 ・ 不 細 嶺,世含む 普通 全体にロクロナデ。内面底部はナデ,外

面底部は逆時計回りの回転糸切り。

9 参 霊・ J下 2瑚T09utEl 普通 内面はロクロナデ。外面は摩滅の為調整

不明。

SD-105 須・杯 乳掲色 敬,散含む 普通 摩滅の為調整不明。外面底部はヘラキリ

。板状痕残る。

SD-105 須 ・ 二皿 淡Aet 徹,社合む 普通 摩滅の為調整不明。外面底部はヘラキリ

SD-105 土・土鍋 xet anat 普 通 内面ロクロナデ。外面に煤付着。

SD-105 土・土雀 1硼TO囃鉗 普通 内外面ともロクロナデ。外面鍔以下に煤

付着。

SD外 土・土鍋 暗鴇色 徴,柱含む 普通 内外面ともロクロナデ。外面に煤付着。

土・ 土鍋 淡馳 徹,社含む 普通 内面はハケメ。

SD-105 土・ 土釜 茶調色 徴砂捜含む 普通 内面はロクロナデ。外面鍔以下に煤付着
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遺物

番号 出土遺構 器 種 名

法量 (cll)

色 調 胎 土 焼 成 調整・手法上の特徴 。備考

口 径 器 高 底 径

SD-105 土 。上釜 茶名色 1日以下99taむ 普通 内面と外面鍔上はロクロナデ。外面鍔以

下に煤付着。

SD-105 土 。上釜 外:乳嗣色

内:決let

徴,社含む 普通 内面と外面鍔上はロクロナデ。内面の一

部に横方向のハケメ。外面鍔部は指押さ

え。

SD-105 土・土釜 縄 伽院慨歩く含む 普通 内面はロクロナデ。外面鍔以下に煤 。有

機物付着。外面体部は格子ロタタキ。

SD-105 土・土鍋 AeL 49t多く含む 普通 内面はロクロナデ。外面に煤付着。

SD-105 須・養 転,粒多く含む 普通 内外面ともロクロナデ。外面口縁端部と

体部は格子ロタタキ。亀山焼。

SP-301 土・ 皿 Xtt 紛鯵く釣 普通 全体にナデ。

SP-301 上 。釜 外:秦鵜色

内:吼編色

犠,徹歩く含む 普通 外面はロクロナデ。外面鍔以下に煤付着

SP-311 土・杯 46 艶 嶺,世含む 普通 摩滅の為調整不明。外面底部はヘラキリ

土 ・ I阻 45 淡乳色色 lHpl下・赤也社0,

泣含む

普通 摩滅の為調整不明。外面底部はヘラキリ

土・碗 48 艶 徴,連含む 普通 摩滅の為調整不明。

土・摺鉢 醜 鉗 普通 外面はナデ。内面はハケメ。条痕は 6本

Ⅱ区内也含層 ■ ・ llll 45 自髄 麟 鉗 普通

I区内色創目 L。 皿 425 赤艶 麟 鉗 普通 摩減の為調整不明。底部はヘラキリ。

Ⅱ区内也含層 ユ ュ・

'不

鵜白色

断:橙色

lH以下り

'社

含む 普通 内面はロクロナデ。

I区内包台層 須・ はそ う 暗罠色 徴,位含む 良好 内外面ともロクロナデ。外面口縁部は波

状文。

Ⅱ区内也告盈 土 ・ イ 白色  黒色 徹,社含む 魏 内外面ともロクロナデ。
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遺物

番号 出土遺構 器 種 名

法量 (dll)

色 調 胎 土 焼 成 調整・手法上の特徴・備考

口 径 器 高 底 径

Ⅱ区包合層 須・ J不 良好 内外面ともロクロナデ。

Ⅱ区色含層 須・提瓶 淡灰召色 微砂権含む 良好 内外面ともロクロナデ。口縁部内面と外

面体部に決緑色自然釉付着。

土・ 土釜 休:浜茉名色

内:演随

徹,泣歩量に含む 普通 外面はロクロナデ。外面鍔以下は煤付着

SP-211 弥・高挙脚 10.8 24以下09t含む 普通 摩減の為調整不明。

SP-247 土i・ IllL 淡橙色 3日以下り,竜含む 普通 摩滅の為調整不明。底部は時計回りのヘ

ラキリ。

SP-204 土 ・ Illl 橙t～乳橙色 2日以下り

'整

含む 良好 内外面ともナデ。底部は時計回りのヘラ

キリ。

町代2号墳周ニ 土 ・ Illl 決艶 lIBXT09taむ 普通 摩滅の為調整不明。底部はヘラキリ。

町代2号倒円凛 土 ・ 二皿 白絶 醜 釣 普通 摩減の為調整不明。

町代2号墳周凛 土・杯 11.9 3.05 白絶 t9ttEI 普通 内外面共ナデ。底部はヘラキリ。

町代2号墳周環 円筒埴輪 紬 Z阻以TO'注と赤色

粒合む

普通 摩滅の為調整不明。

町代2号墳周凛 円筒埴輪 et 2BOTO,蓮と赤色

泣台む

普通 一次調整のハケメ有。

町代2号期凛 円筒埴輪 淡艶 2muT09tと絶

粒含む

普通 摩滅の為調整不明。

町代2号墳胃巌 円筒埴輸 tt 2日以下り

'荘

と赤色

粒含む

普通

町代2号周電ニ 円筒埴輸 艶 2日以下09uと赤色

粒含む

普通 摩滅の為調整不明。

町代2号期凛 円筒埴輸 髄 2mttT094と赤色

社合む

普通 円形穿孔有。
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遺物

番号 出土遺構 器 種 名

法 量 (all)

色 調 胎 土 焼 成 調整 。手法上の特徴 。備考

口 径 器 高 底 径

町代2号墳周ニ 円筒埴輪 髄 3日以下09uと赤色

llaむ

普通 摩減の為調整不明。

町代2号瑣日漂 円筒埴輪 tt 2HttTO砂社合む 普通 一次調整のハケメ有。

町代21EB凛 円筒埴輸 et 2皿以下り,壇と赤色

粒含む

普通 摩滅の為調整不明。

町代2号墳周漂 円筒壇輪 et 2BplT09tと赤色

北含む

普通 一次調整のハケメ有。

聡3議・述 須・イ蓋 42 灰色 搬 釣 良好 内外面ともロクロナデ。

峨3警・館 須・杯蓋 灰 色 嶺,柱含む 良好 内外面ともロクロナデ。外面天丼部はヘ

ラケズリするが,中央部分にヘラ切り痕

が残る。ロクロ回転方向は時計回り。

Vlt3警・嬉 須・イ蓋 灰色 転,世含む 良好 内外面ともロクロナデ。外面天丼部はヘ

ラケズリ。

町代3号墳・羨道 須・邦蓋 1■ 3 白禍色 醜 鉗 やや不良 内外面ともロクロナデ。

賦3翡・速 須・イ蓋 41 灰色 徴,柱含む 良好 内外面ともロクロナデ。外面天丼部はヘ

ラケズリ。ロクロ回転方向は時計回り。

聡3議・速 須・杯身 灰色 缶,泣含む 良好 内外面ともElク ロナデ。外面底部はヘラ

ケズリ。ロクロ回転方向は時計回り。

聡3議・述 須・杯身 明灰色 4Duaj 普通 内外面ともロクロナデ。外面底部はヘラ

ケズリ。

町代3号墳・玄室 須 。杯身 灰色 徹

'社

合む 良好 内外面ともロクロナデ。外面底部はヘラ

ケズリ。

町代3号墳・女室 須・郷身 12.4 灰色 徴

'社

含む 良好 内外面ともロクロナデ。外面底部はヘラ

ケズリ。ロクロ回転方向は時計回り。

町代3号墳・妻道 須・杯身 12_3 灰自色 徹♭社含む やや不良 内外面ともロクロナデ。内面底部は仕上

げナデ。外面底部はヘラキリ。
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遺物

番号 出土遺構 器 種 名

法量 (all)

色 調 胎 土 焼 成 調整・手法上の特徴 。備考

口 径 器 高 底 径

町代3号墳・玄室 須・邦身 12.2 灰 色 徹,疵含む 良好 内外面ともロクロナデ。外面底部はヘラ

ケズリ。ロクロ回転方向は時計回り。

町代3号墳・玄室 須・イ身 灰 色 犠,粒含む 良好 内外面ともロクロナデ。外面底部はヘラ

ケズリ。ロクロ回転方向は時計回り。

町代3号墳・玄室 須・杯身 灰 色 徹,柱含む 良好 内外面ともロクロナデ。外面底部はヘラ

ケズリ。ロクロ回転方向は時計回り。

町代3号墳・羨道 須・イ身 灰白色 微,粒含む やや不良 内外面ともロクロナデ。

町代3号墳・玄室 須 `壷蓋 灰 色 徹

'柱

含む 良好 内外面ともElク ロナデ。外面天丼部はヘ

ラケズリ。

町代3号墳・玄室 須・壷蓋 淡灰色 徹り粒含む 良好 内外面ともロクロナデ。外面天丼部はヘ

ラケズリし,中心部はヘラキリが残る日

クロ回転方向は逆時計回り。

町代3号墳・玄室 須・ 壷 暗灰色 微,泣含む 良好 内外面ともロクロナデ。外面底部はヘラ

ケズリ。ロクロ回転は時計回り。口縁部

から体部上半に淡緑色の自然釉付着。

Vlk3議・速 須・短頸壺 灰 色 働飴む 良好 内外面ともロクロナデ。口縁部から体部

上半に緑色の自然釉付着。

町代3号墳・羨道 須 。高邦

脚部

灰褐色 微,泣含む 普通 内外面ともロクロナデ。

町代3号墳・羨道 須・高杯 灰紫色 徹,糧含む 良好 内外面ともロクロナデ。算部内面底部は

仕上げナデ。

町代3号墳・玄室 須・高杯 &6 淡灰鶏色―瀬

白色

醜 釣 やや不良 内外面ともロクロナデ。杯部内面底部は

仕上げナデ。

町代3号墳・羨道 須 。高邦 灰紫色 I霊以下の

'社

合む 良好 内外面ともロクロナデ。杯部内面底部は

仕上げナデ。

峨3骨墳・述

羨道

須・高杯 灰 色 1日以下り

'泣

含む 良好 全体にロクロナデ。杯部内面底部は仕上

げナデ。脚部に 2段 2ヶ 所の透孔有。上

段は線状,下段は台形。
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遺物

番号 出土遺構 器 種 名

法量 (cll)

色 調 胎 土 焼 成 調整 。手法上の特徴 。備考

口 径 器 高 底 径

町代3号墳・羨道 須・はそう 灰色 徹,泣含む 良好 内外面ともロクロナデ。

町代3号墳・玄室

羨遭

須・長頸壷 灰色 微,粧含む 良好 内外面ともロクロナデ。外面体部下半は

ヘラケズリ。ロクロ回転方向は時計回り

賦3議・譴 須・平瓶 8.2 灰紫色 49taむ 良好 内外面ともロクロナデ。外面底部は静止

ヘラケズリ。

町代3号墳・羨遭 須・提瓶 灰 色 1題以下0'粒含む 良好 体部前面はロクロナデ,背面はヘラケズ

リ。ロクロ回転方向は時計回り。内面は

ロクロナデ。

峨3警・麹 須・ 甕 外面口縁部は3段の刻み目斜線文,体部

は格子ロタタキ,内面口縁部はロクロナ

デ,体部は青海波文。

町代3号墳・玄室 L・ Illl 淡乳澄色 tⅢ以下0,社合む 普通 摩滅の為調整不明。

町代3号墳 陶・皿 外:浜買緑色

断:褐尻色

線 良好 全体に施釉。□縁端部は口禿げ。

町代3号墳・羨芭 土・杯 舶 1戯下

"齢
む 普通 内外面ともナデ。内面底部は仕上げナデ

。外面底部は放射状のヘラキリ。

峨3翡・玄室 西薩器。顧施 決召灰色 徴砂粒含む 普通 内面はナデののち暗文。外面口縁部はナ

デ,体部は指押さえ。

Hrlt3議・離 土・杯 決褐灰色 49Haむ 普通 内外面ともナデ。底部はヘラキリの後ナ

ア 。

町代3号墳・玄室 L・ J不 lH以下0'社合む 普通 内外面ともナデ。内面底部は仕上げナデ

,外面底部はヘラキリの後ナデ。

町代3号墳・玄室 瓦器・碗 IEI馳 繰 普通 内面は暗文。外面底部はナデ。

聡3警・譴 土・甕 乳掲色 2籠以下り

't台

む 普通

HIR3議 陶器・碗 44 釉:灰色

断:貢也

良好 内面に砂目2ヶ所。
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遺物

番号 出土遺構 器 種 名

法量 (all)

色 調 胎 土 焼 成 調整 。手法上の特徴・備考

口 径 器 高 底 径

町代3号墳・羨遭 須・壷 10.0 贈買色
こ
輌 普通 内外面ともロクロナデ。

町代3号墳 土・蓑 託澄為色 1日以下り腑鉗 普通 内外面ともナデ。

Vlt3警・娘 土 。土釜 22.4 明褐色～茶禍色 3日以下0搬舗 普 通 内面はナデ。外面に煤,内面に有機物付

着 。

聡3翡・速

譴

土・ 片口摺

鉢

赤橙色 2日以下り

'世

含む 普通 内面に 6条の状痕 13ヶ所。

Wlt3翡・購 ■・ J不 14.2 外:浜茶偶色

内:淡Btt

2ロメ下り,泣含む 普 通 外面口縁部付近にロクロナデが認められ

るが,全体に摩減。

町代3号墳・周凛 須・不蓋 13.5 外:暗灰也

内:灰也

a9teむ 良好 内外面ともロクロナデ。

Vlt3競・購 参霊・ [透 暗灰色 徴,柱含む 良好 内外面ともロクロナデ。

町代3号墳・周濠 須 。高邦脚 10.2 晴灰色 徴,社含む 良好 内外面ともロクロナデ。沈線で区切られ

た上段に線刻状の透かし2ヶ 所。

聡3輩・購 須 う提瓶 紬 良好 口縁部内外面はロクロナデ,外面体部は

タタキの後縦方向のナデ。内面は青海波

文。

町代3号墳・周環 須・蓑 15.3 増灰色 2H以下0け注含む 良好 口縁部内外面はロクロナデ,外面体部は

平行タタキ。内面は青海波文。

VA3警・駈 15.9 浜橙茶色 2H以下りけ社含む 普通 内面はナデ。外面は摩滅

町代3号墳・墳丘下 :〕iF・ ≡!ニユ 12.9 旗橙褐色 1日以T99t・赤色

uat

普通 口縁端部に3条の凹線文。内面はナデ。

全体に摩滅。

町代3号墳南樹協乱再 須・邦蓋 13.2 1題以T09teむ 良好 内外面ともロクロナデ。

賦鍔姉饂鯛 土・ 小皿 5,75 1.05 腕 徹,歳含む 普通 全体に摩滅。外面底部はヘラキリ。

町代3号墳・墳丘 釉胎陶器 釉:演偶色

新:決罠色

線 朗 釉は高台内面以外全体に施釉。
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遺物

番号 出土遺構 器 種 名

法量 (cll)

色 調 胎 土 焼 成 調整 。手法上の特徴 。備考

口 径 器 高 底 径

町代3号墳。画樹石H 白磁 。四壷

耳

釉:自色

断:白椙色

線 良好 施釉は高台以外内外面。高台内側はケズ

リ。

Ⅱ区】L翻低場 須・邦身 欲ゆ粒含む 良好 全体にロクロナデ。

Ⅱ区群土直下 須 。こね鉢 舶 徴

'栽

含む 良好 外面上半と内面はロクロナデ。端部外面

に重ね焼きの痕跡。

土 。/4ヽ皿 褐白色

断:洟艶

敬砂泣含む 普通 摩減のため不明。外面底部はヘラキリ。

Ⅲ区鴇査 釉胎陶器

・ 1宛

■ 4 勲:濁母色

断:褐白也

隷 良好 内面に蛇の目釉剥ぎ。

浦山苫墳 須・ 郎蓋 馳 2Ш以下の政含む 良好 全体にロクロナデ。外面天丼部はヘラケ

ズリ,中心部はヘラキリ。

融離 須・杯蓋 l皿以下0砂散台む 良好 全体にロクロナデ。外面天丼部はヘラケ

ズリ。ロクロ回転方向は逆時計回り。

浦山古墳 須・杯身 45 1皿以T09teむ 良好 全体にロクロナデ。内面底部にタタキが

残る。外面底部はヘラケズリ。ロクロ回

転方向は逆時計回り。

鵬 須・不身 ■ 7 随 1題以下り

'世

含む 良好 全体にロクロナデ。外面底部はヘラケズ

リ。ロクロ回転方向は逆時計回り。

T軸嶺 須 。イ蓋
Ｌ
個 良好 全体にロクロナデ。外面天丼部はヘラケ

ズリ。ロクロ回転方向は逆時計回り。

TItth 須・邦身 2Hpl下り,社合む 良好 全体にロクロナデ。内面底部はタタキが

残る。外面底部はヘラケズリ。ロクロ回

転方向は時計回り。

罹妃絨 須 。はそう 離 1題以下09teむ 良好 内面と外面口縁部はロクロナデ。外面顕

部はカキメ。外面体部上半はロクロナデ

下半はヘラケズリ。
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遺物

番号 出土遺構 器 種 名

法量 (all)

色 調 胎 土 焼 成 調整 。手法上の特徴 。備考

口 径 器 高 底 径

TE抱誡 須 ・ 壷 買色～淡茶召色 1題以下0'税含む 良好 口縁部内外面ともロクロナデ。体部外面

はタタキの後横方向のナデ,内面は青海

波文。

須・杯蓋 146 45 49ueむ 良好 全体にロクロナデ。外面天丼部はヘラケ

ズリ。ロクロ回転方向は逆時計回り。

須 。鉢身 憾員色 徹υ竜含む 良好 全体にロクロナデ。外面底部はヘラケズ

リ。ロクロ回転方向は逆時計回り。外面

に鉄分付着。

須 ・ 壷 aDtaむ 良好 全体にロクロナデ。外面体部下半は平行

タタキ。内面口縁部と外面口縁部から体

部にかけて緑色の自然釉付着。内面底部

に小粘土塊 3個付着。

賦2器 須・壷 灰椙色 敬,償含む 良好 外面口縁部は 2段の櫛描波状文,体部上

半はタタキ,最大径付近に列点文と櫛描

波状文,下半にタタキを施した後,ロク

ロナデで消す。内面口縁部はロクロナデ

,体部は夕タキの後,ロ クロナデで消す
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第 1図  町代 2号墳周濠内円筒埴輪出土状況 (北方向から)

第 2図  町代 2号墳周濠内鉄製品出土状況 (東方向から)
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第 1図  Ⅱ区上層遺構SD-01焼土塊検出状況 (南方向から)

第 2図  Ⅱ区上層遺構SD-01焼土塊検出状況 (南方向から)
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第 1図  町代 3号墳石室全景 (西方向から)

第 2図  町代 3号墳石室近景 (西方向から)
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第 1図  町代 3号墳玄室上層礫床検出状況 (西方向から)

第 2図  町代 3号墳玄室中層礫床検出状況 (西方向から)
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第 1図 町代 3号墳下層礫床検出状況 (西方向から)
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第 2図 (南方向から)
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第 1図  町代 3号墳上層礫層中遺物出土状況 (南方向から)
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第 2図  町代 3号墳下層礫層中遺物出土状況 (南方向から)
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第 1図  町代 3号墳下層礫層中遺物出土状況 (南方向から)

第 2図  町代 3号墳羨道遺物出土状況 (南方向から)
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第 1図  町代 3号墳羨道遺物出土状況 (東方向から)

第 2図  町代 3号墳周濠土層断面 (西方向から)
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第 1図  町代 3号墳境石検出状況 (西方向から)

第 2図  町代 3号墳境石除去後検出状況 (真上から)
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第 1図 町代 3号墳羨道から玄室

第 2図 町代 3号墳玄室完掘状況 (西方向から)
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■

I区溝内出土・Ⅱ区上層柱穴内出土遺物
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Ⅱ区内上層柱六・Ⅱ区包含層・ Ⅱ区下層柱穴・町代 3号墳出土遺物
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町代 3号墳出土遺物
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町代 3号墳出土遺物
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町代 3号墳・町代 3号墳周辺出土遺物
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町代 3号墳・町代 2号墳周濠内出土遺物
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132

町代 3号墳出土鉄製品X線写真
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町代 3号墳出土鉄製品X線写真
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144

町代 3号墳出土遺物X線写真
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町代 3号墳出土鉄製品X線写真
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町代 3号墳出土鉄製品X線写真
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